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レセプター結合部位より合成 

スキンファクター 

成長因子 

 
 
 
 

（スキンファクターシリーズ） 
成長因子様の合成ペプチドが肌にピンポイントアプローチ 

 
 

 

 

【コンセプト】 

「成長因子 (Growth Factor)」とは、100 程度のアミノ酸で 

構成されたサイトカインの一種です。現在までに 20 数種が 

確認され、体内で細胞の増殖や分化に極めて重要な働きを 

持つことが知られています。 

一部の成長因子は「ヒトオリゴペプチド」の表示名称で化粧品 

原料としても登録され注目されています。 

 

しかしながら、医薬品となっている成長因子もあり、化粧品 

としての安全性は充分に検討される必要があります。 

そこで、この成長因子の機能を生かしつつ、安全に使用 

してもらうことをコンセプトに開発されたのが「スキンファクター（Skin Factor）」です。 

【特長】  皮膚に内在するサイトカイン、成長因子（GF）由来 

ヒトオリゴペプチドより安全で、長期的な効果が期待 

相乗効果が高い活性を導き、肌を強力に修復 
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【効果・効能】 

● 表皮の修復（IGF 様ペプチド） 

IDP5（IGF 様）は、成長ホルモンの働きを補助する IGF の分泌を促進し、表皮の正常

化に働きかけます。 

 

 

 

 

 

 

 

● 真皮の修復（EGF 様ペプチド＆FGF 様ペプチドの組み合わせ） 

EDP３（EGF 様）は EGF の分泌を促進し、Rejuline（FGF 様）は主要な細胞外マトリクス

の若返りを進め、更に相乗効果で、真皮の繊維芽細胞を賦活します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●皮下組織の再生（HGF 様ペプチド） 

Chronoline（HGF 様）は真皮・基底膜成分を高め、皮下組織の修復をも助けます。 

 

 

【商品情報】 

商品名：Skinfactor（スキンファクター）シリーズ 

表示名称：お問い合わせ下さい 

製造元：アリスタヘルスアンドニュートリションサイエンス株式会社 

加齢により弱った表皮細胞を活性化 

線維芽細胞の修復に対しても、相乗効果を発揮 

D0 D168 

基底膜・真皮の奥までしっかりケア 

コラーゲンがより密に。 


